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　Q	 ボランティアを始めたきっかけを教えてください。
　A	 �地域の方と話をしていた時に「やってみない？」と誘われたのがきっかけ

です。
	 �当時、子どもが小学生で地域の子供会にも所属していたので「地域と繋が

るいいきっかけかも」と思って参加し始めました。
	 �子どもがいろんな活動に参加して成長していく姿を見て、「自分も何か始

めてみよう！」と思っていた矢先でもありました。
	 �子どもの成長が自分を奮い立たせる一つの原動力だったのかもしれま

せん。
　Q	 活動の際に気を付けていることを教えてください。
　A	 下校時のパトロールということで子どもたちと関わる機会となっています。
	 返事をすることが恥ずかしいと思っている子どももいますが、通る子どもたちみんなに声をかけています。
　Q	 ボランティア活動を長く続けていくコツを教えてください。
　A	 まずは、無理をしないことです。
	 自分自身もケガをして少し休む時期もありました。
	 復帰すると子どもたちから「久しぶりだねー !!」と声をかけてもらってうれしかった記憶があります。
	 この活動を通して、地域と関わるきっかけ作りになっています。
	 一緒に活動をしてくださる方を募集しています！
	 若葉町の緑色のジャンパーを見かけたら、是非声をかけてください！

　インタビュー中もとても明るく、取材している私たちも元気をもらうことができました。ありがとうござ
いました。

　令和４年12月６日（火）、羽田酒店様（嘉瀬島）より災害時備蓄用水
の寄付をいただきました。
　ご寄付いただいた災害時備蓄用水は社会福祉協議会の各施設で備
蓄させていただきます。
　ありがとうございました。

　この度、ボランティアグループの皆様に
ご案内させていただきました助成金の申請
結果が届きましたのでご報告させていただ
きます。
　来年度も申請のお知らせがありましたら、
ボランティア通信などでお知らせいたしま
す。

★公益財団法人　大和証券福祉財団
　『2022年度（第29回）ボランティア活動助成』
　・阿賀野ハーモニカクラブ「演奏用機材の購入」
　・ぽてとの会「研修会開催費用等」

羽田酒店様より
災害時備蓄用水の寄付をいただきました 助成金決定のご報告

お 名 前　岩本　幸子 さん
活動内容　�下校時のパトロール
　　　　　�（若葉町下校時安全パト

ロール会）

※撮影時のみマスクをはずしました

ちいきで輝く ちいきで輝く ボランティア活動紹介ボランティア活動紹介



ボランティア通信は、ボランティアグループ「うぐいす会」
により音声訳されています。

●休館日です。開所日時　・月曜日～金曜日：午前９時～午後３時30分
　　　　　・第二日曜、第四土曜：午前９時～午後３時

このボランティア通信は、赤い羽根共同募金の助成で発行しています。

　　　　  	

（敬称略）
 善意のご寄付感謝いたしますどれみハウスカレンダー

　どれみハウス（若葉町３-33）は、地域で暮らす障がいのあ
る方とそのご家族から、のんびり過ごしていただく場所です。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 ●

● 6 7 8 9 10 ●

12 13 14 ● 16 17 ●

● 20 21 ● ● 24 25

● 27 28

２月
日 月 火 水 木 金 土

● ● ● 4 5 6 ●

8 ● 10 ● 12 13 ●

● 16 17 18 19 20 ●

● 23 24 ● 26 27 28

● 30 31

１月 【寄付金】11月１日～ 11月30日受付分
　匿　名…………………………………………2,652円
　匿　名…………………………………………1,000円
【寄付物品】11月16日～ 12月15日受付分
　・古切手他………�安田建設株式会社、ほそかい機工、
	 安田クリーン産業、匿名（１件）
　・リングプル他……安田建設株式会社、ほそかい機工、
	 レクダンス萌の会、吉川陸夫
　・未使用タオル……………………………匿名（１件）
　・未使用衣類………………………………匿名（１件）
　・足ふきマット…………………………日赤の皆さん
　・雑巾他…………………………匿名、日赤の皆さん

サロンボランティア研修会
　サロンボランティア、サロン活動に興味のある人を対象に研修会を開催します。第１部は、関心のある方みなさん
大歓迎です。お誘いあわせのうえ、ご参加ください。

日　　時 	 ２月27日（月）　午前９時45分～正午　※９時30分より受付
会　　場 	 保健福祉センター　京和荘　「多目的ホール」
内　　容 	 ★第１部　講演：「聴き方上手のコツを知ろう」　講師：南雲　陽子 氏（オフィス・エヌ 代表）
	 ★第２部　事務連絡　・サロン活動補助金　・いきいきボランティア応援事業
	 　　　　　　　　　　・ボランティア保険　・出前講座　ほか
締め切り 	 ２月21日（火）までに下記へお申込みください。
申込み・問合せ先 	 阿賀野市社会福祉協議会（担当：石塚）TEL：67-9203　FAX：67-9204

研修会のご案内研修会のご案内
赤い羽根共同募金助成事業

特別支援教育の現場から学ぶ　誰もが暮らしやすい地域とは
　地域は、一人ひとり多様な人がいてその暮らしも様々です。子どもたちが学ぶ教室
もまた同じです。
　特別支援教育の現場では、隣の「あなた」と「わたし」の見えない「相違（ズレ）」がある
ことを互いに認め合い、誰でも安心して過ごせる場所づくりを重ねています。
　地域で私たちの隣で困っている人に気づけること、そして困っている理由を知るた
めの手がかりを、特別支援教育、とくに自閉スペクトラム症の人の支援現場から疑似
体験を交えて学びませんか。

日　　時 	 ２月４日（土）　午後１時30分～午後４時　※１時より受付
会　　場 	 水原公民館　「大講堂」
内　　容 	『あなた』と『わたし』の相違（ズレ）を読み解く
	 ～自閉スペクトラム症支援の現場から～
締め切り 	 １月27日（金）までに下記へお申込みください。
申込み・問合せ先 	 阿賀野市社会福祉協議会（担当：石塚）TEL：67-9203　FAX：67-9204

講師講師
有川　宏幸有川　宏幸 氏 氏

（新潟大学教育学部教授）（新潟大学教育学部教授）

有川先生プロフィール
岸和田市児童福祉課で発達
相談員として勤務。岸和田
市立保健センターを経て、
2006年から新潟大学教育学
部准教授。2016年より現職。
公認心理士。発達心理士。
YouTubeにて日本初の特別
支援教育番組「ありちゃんね
る」を配信中。


